
東北大学「社会にインパクトある研究」 ～持続可能で心豊かな社会の創造～

世界を主導する医薬品開発と人をみつめた医薬品治療の実現

令和５年度における活動実績・成果の概要

① 医薬品開発研究センターを中心とした創薬研究： 近年注目されている標的タンパク質分解誘導
化合物(PROTAC)の迅速な開発技術を確立し、本法により合成した新規PROTAC化合物を８月に特許
出願した。さらにオープンイノベーション事業戦略機構との連携により、分野横断的な創薬研究を

開始した。

② 創薬支援活動： 東北大学化合物ライブラリーの
登録化合物数を約7800と拡大した。ライブラリー
全化合物の提供、及びヒット化合物からの誘導体の
合成提供を実施、創薬研究を支援した。

③ シンポジウムの開催： 部局間連携、産学連携
の推進のため、第8回医薬品開発研究シンポジウ
ム「挑戦的アプローチから創薬へ」を8月に、第９回
シンポジウム「低分子でタンパク質を繰る」を3月に
開催した（図１）。いずれもオンラインとのハイブリッド
で開催した。他部局・他大学からも講師をお招きし、
多くの他大学、企業の参加者があり、産学連携によ
る創薬研究の推進の契機とした。

図１ 医薬品開発研究センターシンポジウムポスター
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